
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年度 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H28.5.2(月) 

（写真： 昨年度の「最上祭り」より） 

（写真： 昨年度の新北音楽部定演） 



 

 

 

 

 

 

 

校 地 内 

・清掃（枝、落ち葉、花びら） 

・グランドなどの除雪 

・グランドの石ひろい、除草 

・雪だるま製作 

・雪灯篭製作 

・校舎内 

・階段清掃 

・窓磨き 

・壁のペンキ塗り 

・ゴミ箱洗い 

・PET ボトルキャップ洗い 

・ハッピや鉢巻きの洗濯・アイロンがけ 

 

「木と音の会」について・・・ 

「木と音の会」というのは、もともとは高知県の泉谷（いずみたに） 

先生が始めたもので、地元の木を加工して弦楽器をつくり、 

演奏しようという会です。 

 

 

最上町でも泉谷先生を招聘しその会を発足させ、平成２２年度に当時最上

校３年生女子３名を第１期生として活動をスタートしました。（３名は、町職員と

一緒に夏休み中に高知県まで行き、楽器を３台作り、その後、あたご子ども園

でコンサートをしました。） 

 

 

その３名が卒業し、平成２３年度に入学した生徒たちが（当時は「アウトドア

部」所属）新たな世代として３年間活動を引き継ぎました。 

５月の連休中に町の公民館で合宿をしたり、プロの先生からご指導を頂い

て仙台や東京で公演活動を行ったり、地元の「最上祭り」や最上校文化祭で演

奏したりするようになり、今のスタイルになってきました。 

 

 

 

その後、毎年数名ずつ入部をし、現在に至っています。 

 

 

 

平成２４年度に地域活動部が創部された当初は「演奏班＝木と音の会」と

「貢献班」に分かれて活動を行いました。 

 

 

 

平成２６年度からは新北本校との「キャンパス制」が始まり、本校音楽部の

定期公演にコラボで出演しました。（２６年度は楽器の展示・説明のブースの

み、２７年度からは演奏も。） 

 

 

 

平成２６年度は町の協力を得ながら、１０数台新しい弦楽器をつくりました。 

 

 

手   芸 

・ミサンガ（文化祭で販売、やすらぎの家、大船渡に寄贈） 

・ビーズ（同上） 

・牛乳パックでフォトフレーム（文化祭展示、やすらぎの家に寄贈） 

・コーヒースリーブ（文化祭の保護者にプレゼント） 

・封筒再利用＝ラベル貼り 

展 示 物 

・部活動の様子をポスターに（文化祭展示） 

・落ち葉アート（文化祭で展示） 

料   理 

・お菓子作り（バレンタイン、３年生にプレゼント） 

畑で栽培 

・バジル、ミニひまわりを植え、水やり当番 

→文化祭で販売、女川高校で販売（寄贈） 

施設訪問・交流 

・やすらぎの家（夏休み、冬休み） 

・みずかみ（放課後、冬の除雪） 

・あたごこども園（夏休み、プール） 

・学童ひまわり（夏休み、宿題） 

・紅梅荘（夏祭り） 

町からの要請 

・町民大運動会補助 

・町民フォーラムボラ 

・県高齢者大会ボラ 

・町制６０周年式典記念「缶バッヂ」製作 

・木の積み木ブロックやすりがけ（愛宕こども園に寄贈） 

・森のステージ（コーラスで参加） 

・紅梅荘の植樹ボラ 

・福島っこキャンプｉｎ最上 

ポスター制作 

・運動会ポスター（制作、配布） 

・文化祭ポスター（制作、配布） 

・季節のポスター（制作、昇降口展示、施設「みずかみ」に寄贈） 

外部での活動 

・最上祭りで踊り 

・最上祭り後、ゴミ拾い 

・最上駅清掃 

・愛宕神社桜の花びら掃き 

 


